
中国人日本語学習者の言語学習観の調査

一中央民族大学外国語学院日語専業の場合一
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日

関IlJ奇 1専紀

本研究は、中国北京市にある中央民族大学の外居語学院日語専業に在籍する学習者

を対象として、その言語学習観を調査した。自的は、学年による学習観の異同を明ら

かにすることと、先行研究による結果を再検討することである O また、学習に対する

自律性を明らかにすることも目指した。

アンケート調査の結果、学習者が語棄の学習を重視する傾向は学年と反比例し、文

法を重視する傾向は学年と比例することが明らかになった。また、先行研究と一致す

る結果として、発音を重視する傾向が、学年によらず見られることも明らかになった。

一方で、先行研究とは一致しない結果も見られた。学習者は自ら新しいことに挑戦し、

問題に対する解決方法を探すことを好むなど、自律的に学習に取り組もうとする姿勢

を持っていることなどである O 本稿では、謂査の結果から、日本語の指導の際に検討

すべき事柄を考察した。

{キーワーはビリーフ 言語学習観 中由人日本語学習者 BALLI

A Survey on the Beliefs of Chinese Learners regarding Japanese 

Language Learning: in the casεof Central University for Nationalities 

SEKIZAKI Hironori 

[Abstract) This study is a survey on the beliefs of Chinese students who are learning 

Japanese. Its purpose is two-fold. First， to revea1 the simi1arities and differences 

between students who be10ng to different grades， and second， to re-examine the results 

of previous studies. Students' autonomy was a1so investigated. 

The results show that 1earners' tendency to attach importance to 1earn vocabu1ary 

is in proportion to their grades， but contrastively that of grammar is in inverse ratio to 

their grades. Some learners' beliefs of learners are similar to those found in previous 

researches， for examp1e the tendency to attach importance to pronunciation regardless 

of their grade. On the other hand， some beliefs differ from the results of former studies， 

for instance 1earners' strong autonomy. Ways of applying the results to the teaching of 

Japanese are also discussed. 

[Keywords) Beliefs， Chinese learners of Japanese， BALLI 
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1. はじめに

学習者に適した教授法、カリキュラムを確立することは、学習の効果を高める上で不可

欠である o Horwitz (1987)によってピリーフ (belief)と学習者のストラテジーとの関係

が指摘されて以来、最適な教授j去作成への示唆を求めて多くの研究がなされてきた。この

うち、中国人日本語学習者の抱くピリーフを明らかにしたものには、板井 (1997)や板井

(999)、ヲヨー (2001)などが挙げられる O これらの結果から、中国人B本語学習者が抱くピ

リーフの共通した傾向がl明らかにされている O しかし、一方で、、異なる傾向も示されてい

るO これには、調査地点や学習者の所属機関の違いなどが影響していると考えられる O さ

らに、中国人日本語学習者の、学習上の自律性に関して調査したものは、筆者の調べた絞

り見当たらない。

本研究では、中国北京市にある中央民族大学外留語学院日語専業 iにおいて実施したピ

リーフ調査の結果を提示する O 各学年の学習者のピリーフを比較し、学年による異向を検

討する O また、先行研究において示された傾向との異同を示す。そして、それらを分析す

ることによって得られた知見が日本語教育に示唆することを論じる O

2. 中国人の言語学習観に関する先行研究

BALLI (The Beliefs About Language Learning Inventory) と呼ばれるツールを手Ij用

して中国人の言語学習慨を調査した研究には、板井(1997)、板井(1999)、ヲヨー (2001)な

どがある o BALLIはHorwitzが開発したもので、「言語学習上の様々な問題に関する学習

者の意見を測るのに用いるJO-Iorwitz 1987: 120)ツールである O 以下のような質問に

関して、学習者から 5段階評定などによる回答を得て、その学習観を探るものである O

・1have a special ability for learning foreign language. 

(私には外田語学習の特別な才能がある)

板井(1997)は、中国入学習者の言語学習観を把握する自的で、上泊二の復豆大学日本語

科の学生を対象に調査を実施している O その結果、語学学習の動機について、「学習者は

EI本語が上手になりたいという明確な動機の他に日本人の友人がほしい、文化背景を理

解したい、話せたら専門や仕事に有利であるという動機を持っているJと報告している

(p.77)。また、「外缶詰学習においては、諾業→文法→翻訳の)1慣に重視する傾向が強かったJ

とも述べている(同)。誠査結果からは、正確な発音を重視していることも読み取れるが、

誤用に関しては寛容だと述べられている (p.71)0 学習者の自律性に関しては、学習者の

自律的な授業形態を望む傾向があると報告されている (p.75)0 

板井(1999)は、仁|二!国入学習者に受け入れられやすい教授法や教室活動を提供するため

の基礎データを収集する目的で、香港城市大学の商業及び管理学系、国際貿易専攻の学生

を対象にアンケートを実施している O その結果、言語学習の性質についてJ諾葉ム「文法j、
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「翻訳の学習jの全てを重視する傾向にあり、中でも文法の学習を重視していると報告し

ている (p.170)0 また、教師に多くの役割を期待しており J教師依存的な結果が出てきたJ

と述べている (p.171)0 

予 (2001)は、北京にある首都師範大学において日本語主専攻の学習者を対象とし、 iヨ

本語学習者のビリーフを把握する調査を実施している O その結果、言語学習の動機につい

て、「日本語をコミュニケーションや仕事に月ミいたいという道具的な動機見られる(ママ)

が、それほど高いものではないJと分析している (p.122)0 また言語学習の性質については、

諾業や文法を重視する傾向があると報告している(同)。発音の正確さを厳しく追及して

いるが、その一方で、、正しく話せなくても日本語で話すことに挑戦する姿勢があるとも述

べられている (p.121)0 

上記の研究において得られた結果には、以下のような共通点が見られる O 学習者は、語

委主や文法の学習を重視していること、正確な発音を重視していることなどである O 一方で、、

学習の動機に関しては、差異も見られる O これには、予 (2001)で指摘されているように、

出身地や学習環境の違いなどが影響していると考えられる O

3. 調査方法

まず、調査表の作成方法について述べる O 今回の誠査に使用したアンケート作成するに

当たって、 Horwitz(1987)、Cotterall(1995)、木谷(1998)を参考にした。

Horwitz (1987)は、教師に学習者が持っているピリーフに更に注意を払わせる目的で、

BALLIを;:I=Jいたアンケートを実施し、結果を分析している O その際、ビリーフを以下の

5つの領域に分けている O 言語学習の適性/言語学習の難易度/言語学習の本質/学習ス

トラテジーとコミュニケーションストラテジー/言語学習の動機の 5領域であるO

Cotterall (1995)は、自律性がもたらす行動や信念の変化に対して、学習者がどのよう

なレディネスを持っているか調査している O アンケートに因子分析を施した結果抽出され

た6因子を、それぞれ、教師の役割/フィードバックの役割/学習者の独立性/学習の能

力に隠する学習者の自信/言語学習の経験/学習のアプローチと名付けている O

木谷(1998)は、国際交流基金E本語呂際センターにおける海外B本語教師研修への示

唆を得るため、ロシアの大学生の言語学習観を誠査、考察している O 木谷は、日orwitz(1987) 

とCotterall(1995)の調査で使われた 2つのアンケート項目を融合させて 45の質問項呂

に作り直し、調査を行っている O 質問項目は、以下の 5つのグループからなるO 教師の役

割/学習者の自律性/言語学習の適性/言語学習の本質/言語学習の動機の 5つのグルー

プである O

本調査では、木谷(1998)で利用されたアンケートを主たる参考にした。教師の役割/

言語学習の自律性/言語学習の適性/言語学習の本質/言語学習の動機という領域につい
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て調査するため、 45項目からなるアンケートを作成した o 各項目について、 5.強く賛

成する、 4.賛成する、 3 どちらともいえない、 2. 反対する、l.強く反対する、という

5段階評定で記入するように作成した。

対象は、中央民族大学外国語学院日語専業に在籍する学習者69名である。同専業は

2004年に新設されており、調査時点では 3年生までの学習者が在籍した。アンケートの

回収数は以下の表 lに示すとおりであった。

表 1.アンケート回収数

回収数

3年生

25 

2年生

22 

生

一
:

年
一
辺

合計

69 

調査期間は 2006年 10月中旬から向 11月初頭とした。アンケートを現地に送付し、日

本語科の主任に代理での調査の実施を依頼した。記入は授業時間内に各教室において実施

し、宿舎へ持ち帰って記入するなどしないよう依頼した。

4. 結果の分析

以下に、アンケートの結果を提示する o 結果の分析に当たっては、学年による差が見

られた項自はどれか、学年によらず賛成/反対寄りの項目にはどのようなものがあるか、

という観点に立つ。

4. 1 教師の役割

まず、表2に「教師の役割jについての結果を示す o

学年によらず、「学習で成功するにはいいい教師が必要だ」という項呂に強く賛成して

いる学習者が多い (4.6、4.L4.6) 0 教仰に期待する役割として、学習上の困難な点を指摘

すること (4.2、4.2、4.2)や、学習の進捗状況を告げること (4.2、 4.2、4.2)、何を勉強す

べきか教えること (4仏 3.6、3.8)などがある o r定期的なテス トを実施することは教師
の助けになると分かっているjという項目に強く賛成している (4ふ 4ふ 4.7)のは、こ

のような期待を表しているのだと考えられる or学習の自標を教師に決めてもらいたいJ、
「教sTIJは私をよく勉強するように仕向けるべきだjという項目に対しては、中間的な反応、

が見られるにとどまっている O これは、次項で提示する「言語学習の自律性」と関わって

表れた結果であると考えられる O
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表 2. r教師の役部jについての結果

3年生 2年生 1年生

平標準平標準平標準
均偏差均偏差均偏差

定る期的なテストを実施することは教師の助けになると分かってい 4.5 0.71 4.5 0.51 4.7 0.57 

学習で成功するにはいい教師が必要だ 4.6 0.57 4.1 1.27 4.6 0.91 

教師から私の学習上の密難な点は何か教えてもらいたい 4.2 0.82 4.2 1.05 4.2 1.15 

教師から私がどの程度進歩しているか教えてもらいたい 4.3 0.74 4.1 0.83 4.1 1.13 

仰を勉強すべきか教師に教えてもらいたい 4.0 0.89 3.6 1.00 3.8 1.18 

学習の目標を教師に決めてもらいたい 2.9 1.00 3.0 1.09 3.1 1.15 

教師は夜、をよく勉強するように仕向けるべきだ 3.2 1.12 3.1 1.04 3.0 1.29 

教締は常に、当該の教室活動を行う理由を説明すべきだ 3.2 1.08 2.8 1.22 3.3 1.39 

私らがいた当い該の活動にどの程度の時間を費やすべきか教師に教えても 2.7 0.86 2.8 1.01 2.9 1.17 

4. 2 言語学習の自律性

続いて、表3に「言語学習の自律性Jについての結果を示す。「自分で新しいことに挑

戦するのが好きだJという学習者が、学年が上がるにつれて多くなっている (4ム4.1、4.0)0 

言語学習上の問題についてはJ自分のどの部分を改善しなければならないか分かるJ(3.9、

4.2、4.0)、「自分で解決方法を探すのが好きだJ(3.9、4.2、4.0) という項目に対する賛成

の反応は、「教師から手助けを申し出てもらいたいJという項目に対する賛成の反応 (3ふ

3.7、3.5)よりも強い。ただし、「いつ日本語を間違えたか分かる」という学習者は多くな

い (3.6、3.1、3.1)0 さらに、「自分がどのような進歩を遂げたか、教師に教えてもらわな

くても分かるjと解答した学習者は多くない (3.4、3ふ3.1)0 これらのことから、学習者は、

自身の日本語学習上の問題点について漠然とは把握しているが、具体的な点となると自身

では把握しきれていないことが分かる O
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表 3. r言語学習の自律性jについての結果

3年生 2年生 i年生

平標準平標準平標準

均偏差均偏差均偏差

自分で新しいことに挑戦するのが好きだ 4.5 0.59 4.1 0.68 4.0 1.27 

自分の問題について自分で解決方法を探すのが好きだ 3.9 0.95 4.2 0.85 4.0 1.02 

私はよく自分の日本語のどの部分を改善しなければならないか
3.9 0.73 4.0 0.93 4.0 0.98 

分かる

教師から手助けを申し出てもらいたい 3.5 1.10 3.7 0.94 3.5 1.26 

私は言語をどのように勉強したらよいか知っている 3.4 0.93 3.5 0.80 3.6 1.36 

私は自分で響いたものに誤りがないかどうか頻繁に調べる 3.3 0.90 3.1 1.15 3.5 0.96 

自分がどのような進歩を遂げたか、教師iに教えてもらわなくても
3.4 0.82 3.3 0.65 3.1 1.02 

分かる

いつ日本語を!?り進えたか分かる 3.6 0.91 3.1 0.81 3.1 1.04 

在、は自分がどの程度学習したか自分でチェックする方法を持つ
3.2 0.80 3.0 1.33 2.8 0.96 ている

4. 3 言語学習の適性

次に、表4に「言語学習の適性Jについての結果を示す。学年によらず、強い賛成の反

応が見られたのは、「ある人は外国語学習の特別な才能を持っている」という項目である

(4.5、4.6、4.6)0 また、 f全ての人は外国語が話せるようになるJ(3.5、4.2、3.4)r私たち
の国の人は外国語学習が得意であるJ(3.7， 3.5、3.7) という項目に関しても、賛成寄りの

反応が見られる O これに対して、「私には外国語学習の特別な能力があるjという項目に

は賛成する反応は見られない (3.1、 2.9、3.4)0 学年によらず否定的な反応が見られたのは、

「数学や科学が得意な人は外国語学習が得意ではない」という項目であった(1ふl.8、2.1)0 
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表 4. I言語学習の適性jについての結果

3年生 2年生 1年生

平標準平標準平標準

均偏差均偏差均偏差

ある人は外国語習得の特別な才能を持っている 4.5 0.51 4.6 0.50 4.6 0.59 

大人より子どもの方が外回語を学習するのはやさしい 3.9 0.81 4.3 1.03 4.4 1.05 

全ての人は外回語が話せるようになる 3.5 1.39 4.2 1.15 3.4 1.53 

私たちの留の人は外国語学習が得意である 3.7 0.84 3.5 0.67 3.7 0.95 

既やにさしlいつの外国語をマスターした人は、他のき口唱口を学習するのは 3.8 0.88 3.4 0.79 3.5 1.37 

他の人と日本語を話すのは恥ずかしい 3.2 1.07 3.6 0.95 2.9 1.15 

私には外国語学習の特別な能力がある 3.1 1.09 2.9 0.83 3.4 1.01 

自分の進歩について教師と話すことは恥ずかしい 3.0 1.06 3.0 1.09 2.9 1.21 

数学や科学が得意な人は外I~語学習が得意ではない 1.8 0.75 1.8 0.73 2.1 1.21 

4.4 言語学習の本質

続いて、表5に「言語学習の本質jについての結果を示す。「日本語を話すためには日

本文化についても理解する必要があるJ(4.8、4工 5.0)I外!童話を学習することは他の理

論的な科iヨを学習することとは異なるJ(4.4、 4ふ 4.8) という項目には、学年によらず

強く賛成している学習者が多い。

発昔、諾葉、文法、翻訳の方法の中では、正確な発音を最も重視し (4ふ 4工4.9)ている O

続いて、語雪之の学習 (3.0、3.7、3.9)、文法の学習 (3仏 2工2.5)、翻訳の仕方の学習 (2ふ 2.0、

2.4) という )11買番で重視している O 語棄の学習を重視する傾向は、学年が上がるほど弱く

なっている O 対ー照的に、文法の学習を重視する傾向は、学年が上がるほど強くなっている O

文法と翻訳の仕方の学習に関しては、否定寄りの反応が見られる O 正確な発音を重視して

いる一方で、「正しく言えるようになるまでは何も話してはいけないjという項目につい

ては、学年によらず強く反対しており 0.4、1.6、1.4)、積極的に話そうとする姿勢を持っ

ていることも伺える O

学年により傾向に違いが見られた項自に、「初級の段階で日本語の誤用が許されるとし

たら後で日本語を正確に話すことが難しくなるJ(2ム 2ヱ3.7)がある O この項自につ
いては、学年が上がるにしたがって賛成する割合が減っている O このことから、初級の段
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階では間違いを犯してはいても、学習が進むにつれて百本語の実力が付いていることを実

感していることが伺える o r私は日本語を、他の科自と同じ方法で勉強しているjという
項Bは、 3年生、 2年生と I年生の関で若干の傾向の違いが見られる (2.4、 2.2、 2.9)0 

表 5. r言語学習の本質jについての結果

3年生 2年生 l年生

準

差

訓

示

偏

平

均

準

差

標

偏

平

均

準

差

標

偏

平

均

日本語を話すためには日本文化についても理解する必要がある 4.8 0.37 4.7 0.46 5.0 0.21 

正確な発音で日本語を話すことは重要である 4.8 0.37 4.7 0.70 4.9 0.47 

外国語を学習することは他の理論的な科目を学習することとは異
4.4 0.70 4.3 0.95 4.8 0.43 

なる

言語の中にはやさしいものがある 4.4 0.76 4.4 0.58 4.0 1.00 

日本語は日本で学習するのが一番いい 4.2 0.91 4.1 0.94 3.9 1.15 

lつの外国語を話すのは理解するよりやさしい 3.9 1.05 3.7 1.08 4.0 1.17 

日本語が何に必要かはっきり分かっている 3.7 0.89 3.3 0.98 4.5 0.74 

日本誌は話すより読んだり書いたりするほうが易しい 3.5 1.12 3.8 0.87 3.6 1.00 

外国語学習の最も重要な部分は語棄を学習することだ 3.0 1.08 3.7 1.13 3.9 1.11 

初級のj玄関で日本語の誤用が許されるとしたら後で司本語を正確
体 2.3 1.11 2.7 1.16 3.7 1.49 

に話すことが難しくなる

外由語学習の最も重要なきI~分は文法の学習である 3.0 2.05 2.7 0.84 2.5 0.74 

私は日本語を、他の科目と同じ方法で勉強している 2.4 0.96 2.2 0.66 2.9 1.36 

日本語学習の最も重要な部分は母語からの翻訳の仕方を学ぶこと
2.3 0.90 2.0 0.79 2.4 1.00 

である

正しく言えるようになるまでは何も話してはいけない 1.4 0.86 1.6 0.95 1.4 0.80 

4. 5 言語学習の動機

最後に、表6に 「言語学習の動機」についての結果を示す。学年によらず、「日本人の

友達がほしいJと強く思っている学習者が多い (4.4、4.5、4.7)0 日本語の学習を就職と

結びつける傾向も、学年によらず強い (4.1、 4.1、 4.6)0 ただし、学年が上がると、賛成
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する割合が若干落ちているO 学習の動機としては、日本語を、就織のためと考える割合の

方が、 jヨ本人を理解するためと考える割合よりも高い。

表6. r言語学習の動機jについての結果

3年生 2年生 1年生

平標準平標準平標準

均偏差均偏差均偏差

日本人の友達がほしい 4.4 0.77 4.5 0.74 4.7 0.55 

日本語を学習したらいい仕事の機会に恵まれるに違いない 4.1 0.76 4.1 0.94 4.6 0.59 

日本人をより理解したいので日本語を勉強したい 3.5 1.16 3.6 1.05 3.5 1.41 

私の国の人々は司本語を話すことは重要だと思っている 2.8 1.12 2.8 0.73 2.8 0.80 

5. まとめと考察

最後に、上述の分析の結果をまとめ、指導上考えうることを示す。

まず、教s市の役割に関してまとめる O 学年によらず、学習者は、教師に対して、自身の

日本語学習上で、困難な点、や進歩の状況などを指摘することを期待している O 教師には、試

験や日常の観察から明らかになった学習者の問題点や進歩の具合を、明確に学習者に伝え

る姿勢が求められる O

学習者は、「学習で成功するにはいい教師が必要だJと考えている一方で、学年によらず、
自律的に学習に取り組もうとする姿勢を持っていることも明らかになった。学習者自らが

柔)yしいことに挑戦し、問題に対する解決方法を探すことを好む傾向は、教師に手助けを求

める傾向よりも強いことが明らかになった。この点は、板井 (1999)が指摘した「教師依

存的な結果jとは異なっている O これは、板井(1999)における調査対象が日本語副専攻

の学習者であったのに対し、本研究が調査対象とした学習者が主専攻の学習者であり、自

律的に日本語学習を進められる状況にあったためであると考えられる O ただし、学習者は

自らの進歩の状況や誤用に関して、具体的に把握しているとは考えてはいない。そのため

に、上述のように、教師に、学習上の問題や困難な点、進歩の状況を指摘する役割を期待

しているのだと考えられる O これらのことから、学習者の白律的な挑戦、問題解決を実現

するためには、まず教師が誤用や問題点を適切に指摘することが必要だと考える O

学習者は、自分には外国語学習の才能があるとは考えていない。この点は、予 (2001)

と共通した結果である O しかし、予 (2001)とは異なり、全ての人は外国語が話せるよう

になると考える傾向が見られる O また、他の人と日本語で会話することや、自身の日本語
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について教師と相談することを恥ずかしいとは考えていない。これらの結果は、調査時点

における日本語科のカリキュラムや学習活動と関わると考えられる。調査時点においては、

本来は避に 2コマ (1コマは 50分)実施する予定で開設された会話の授業を、 4コマに増

やして実施するなど、口頭能力養成に力点を置いた指導を実施していた。また、会話の授

業は、学習者同士による口頭練習を中心に進めていた。そのために学習者は、全ての人が

外国語を話せるようになると考え、他人と日本語で話すことに強い抵抗を感じていないの

だと考えられる O この結果と、学習の自律性に関する結果を考え合わせると、学習者同士

による活動を積紐的に導入することが、自身と実力を高めるのに有用であると考えられる O

例えば、学習者同士によるロールプレイや、プロジェクトワークなどが考えられる。

発音、話'葉、文法、翻訳の方法の学習について、全般的に見ると、学習者は、発音や諸

費支の学習に積極的に取り組もうとする姿勢を持っていることが明らかになった。発音を重

視しながらも、誤用を恐れずに積極的に話そうとする姿勢は、先行研究と一致した結果で

あった。一方で、板井 (999)の結果とは異なり、文法や翻訳の方法の学習は重視されて

いなかった。この結果には、調査対象の在籍するコースやカリキュラムが関連していると

考えられる O 本研究が対象とした学習者は日本語を主専攻としている O そのため、特定の

分野における表現や用語を表すための文法、翻訳を集中的に学習することはしていない。

秘訳の学習は3年生から導入されるが、調査時点では本格的に開始されていなかった。こ

のようなことが、 上記の結果に現れたと考えられる O また、本研究の結果から、語棄の学

習を重視する傾向は学年と反比例し、対照的に、文法の学習を重視する傾向は、学年と比

例していることが明らかになった。この結果が表れた原因の lつには、カリキュラムの影

響が考えられる O 調査時点における日本語科では、 l年生で初級の学習を終え、 2、3年生

において 1=1=1級、上級の学習と試験対策を実施していた。 1年生の段階では、初級の限られ

た文法項目に加えて語棄を増やすことで、日本語の表現を豊かに しようと努める学習観が

表れたのだと考えられる O 一方で、学年が上がり、試験対策が実施されるにつれ、漢字か

ら意味や使い方が推測できることの多い語業の学習よりも、文法の学習に困難を感じ、そ

ちらに重点を置くべきだとする学習観を有するようになったと考えられる O このような学

習観を利用した日本語指導をするのであれば、学年が低い間は多くの語棄を与え、学習が

進むにつれて、文法の学習1時間を増やすことが考えられる O

「初級の段階で日本語の誤用が許されるとしたら後で日本語を正確に話すことが難しく

なるJという項目に対しては、 l年生が賛成よりの反応を見せたのみで、学年が上がるに

つれて否定的反応が強くなっていた。この原因の lっとして、学内外で実施されるスピー

チ大会への積極的参加が考えられる O 参加前には予選を実施し、学年全員に対して原稿執

筆と暗記練習を諜している O 学習者はその過程において、誤用の訂正や発音指導を受ける O

そして、訂正された文章をi暗記して予選及び本選に臨んでいる O このような活動に参加す
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ることにより、学習者は、初級の段階を終えた後も、正確な日本語を意識し練習する機会

を得ている O このことが、上述の結果が表れた一国であろうと考える O

言語学習の動機に関する質問からは、学年によらず「日本人の友達がほしいjと強く思っ

ていることが明らかになった。日本語母語話者との交流の機会に積極的に参加するよう促

すことにより、学習動機を満たし、日本語の能力を向上させる契機とすることができると

考える O また、「日本語を学習したらいい仕事の機会に恵まれるに違いない」と考える傾

向も学年によらず強い。この点は、先行研究による結果と概ね一致している。日本語学習

を就職の機会と結び付けている場合、それ自体は学習を進める上で有利に作用すると考え

られる O しかし、経済状況は時代によって変化する O この動機を失いかねない状況におい

ては、日本語学習に対する動機を支える配慮が必要となろう O

以上、本研究で明らかになった中国入学習者の言語学習観に基づいて、指導の際に考え

うることを示した。指導の際には、学習者の言語学習観に配慮することが必要である O し

かし、一方で、 I-Iorwitz(1987: 126)が述べているように、ビリーフは限られた知識や

経験に基づいたものである ことが多く、 新たな経験を契機として変容しうる O 各機関にお

ける教育目標から判断し、学習に有利に働く言語学習観を適切に利用し、不利に働きかね

ないものは変容を促すということも必要であろうと考える O 変容を促すに当たっては、学

習者と直接話し合うことや、カリキュラムを変更すること、課外活動への参加を検討する

ことが、一つの方法であろうと考えられる O

今回調査したのは、言語学習に対する、学習者の意識の部分である O 本研究で明らかに

した意識が実際の行動や学習の成果とととのように結び付いているのか、さらに追及する必

要があるO そうすることは、効果的な学習を促す方法を開発する一助になると考えるO
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注

1. ここでの「学院JI専業Jは、それぞれ学部、学科に相当する O

2. アンケートは日本語により作成したのち、中国語に翻訳した。調査表は、本稿末尾に

掲載する O

3 結果は、 3学年の結果の平均値が高かった}II真に提示する O

4 以下、本文中の( )内の数字は、その直後の表に示した 3、2、l年生の結果の平均

を表す。
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[資料]本研究において使用した調査表

jさf分開査表是惣要了解大家対学三::11ヨ活的想法。 Jさ項調査和怒的成績、老姉与学校的浮f介

没有夫系。~脊按照悠平常的想法填写。在使用法些数据述行研究肘，不会公71二怒的姓名等等。

多謝各位合作。

1-1 怒 I~l悦生名

1-2 1fl.~是(男/女)的。

1-3 1fl.~ 的寺~It /年級

1-4 1fl.~ 的母活是(双活(包括方言) .j拐鮮活・蒙活・其他( )) (清逃出最符合的-J!ft)

2-1 ffIU11大学之前学泣的外活是(英活.Jヨi吾・其他( )・没学jミt) (可愛~)

2-2若怒:it1大学之学込;任何外活的活，各学三!了多-¥天日すi可?
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3 ì青悠逐条 i渇渓，井在イ乍答紙上填下 1~5 中任一数字。 法 5J東西答元夫対借，清ffL~1子細考

j君、后仏中迩出ーナ最符合自己想、法的ji主工束。

手常梢梢既不賛成梢稿非常

質成俊成自不反対反対反対

1 有些活吉絞其2i吾言易学。 5 4 3 2 

2 我想鈷浜臼本朋友。 5 4 3 2 

3 所有的人部能学会説-1'1外活。 5 4 3 2 

4 我奔放自己挑哉新的事物。 5 4 3 2 

5 我{日出家的人壇長学斗タト活。 5 4 3 2 

6 方了成功地学斗，我需要一位f良好的老師lio 5 4 3 2 

7 学).Jタトi吾，小夜比大人容易。 5 4 3 2 

8 方了吏加了解日本人，我想学えJ[ヨ活。 5 4 3 2 

9 学三j一日夕ト活最重要的部分是学三h初仁。 5 4 3 2 

10我希望老州i能主功常助我。 5 4 3 2 

11 X¥J己径掌探-1'1タトi吾的人来説，要学三j其他タトi吾比絞容易。 5 4 3 2 

12 我奔攻自己技 ~.f(1前2決!日題的方法。 5 4 3 2 

13我11']国家的人感到説日活復重要。 5 4 3 2 

14我希望老姉能告訴我我学).J仁的国対主点是什づえ。 5 4 3 2 

15我彼清楚我方了什仏部需要j三i活。 5 4 3 2 

16学斗タトi吾iヲ学三j其他理i念tt学科不向。 5 4 3 2 

17 我通常会9JI道!~己想要加強 i三lì吾的那令部分。 543 2 

18 悦 -1']外活-1:七理解---1、]タト活容易。 5 4 3 2 

19我具有学三jタト活的天賦。 543 2 

20 認希望者共Iî態芦好捻j必携25免ヂ~~ 9 空 ~ 2 J 

21 [=1活最好走在日本学).-J0 5 4 3 2 

22我学斗日活的方法 lヲ学).J其他的科iヨIl，J-枠。 5 4 3 2 

23立1151ミ我|三i活学得好，就会有比絞多的1JL会技到好工作。 5 4 3 2 

24'1~我犯了日 iJ抗告渓 Ij\j llす候，我会察党到。 543 2 

25我了解対老州来悦治我11']定期訪問馳走有用的。 543 2 

26 )0了説1]i岩手'"必要了解1=1本的文化。 543 2 

27戎需要老師告訴我我現在ili歩得如何。 543 2 

28 li浪者向j淡1'{)ミ我I'I{Jili歩我!芸部j筈差。 543 2 

29 我希望老州方我没定学斗的 I~Ii示。 543 2 

30 1={ l_L~人兵有学斗外治的天l~式。 5 4 3 2 

31 我経常位資自己写 1~IJ0 志西存没イ果。 543 2 

32学斗外活最重要的部分是学三j活法。 5 4 3 2 

33此日出-n-j"没iT正碗，是?民主要的。 5 4 3 2 

34県別人悦Eli若n'.l我感到彼没有自信。 5 4 3 2 

35 Ij活法和写比悦和理解容易。 5 4 3 2 
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36我有自己的方法去測武自己学了多少。

非常梢柑既不襲成梢手当非常

使h¥Z 賛成也不反対反x¥J 反対

5 4 3 2 

37老姉1.0.i亥督促我努力。 5 4 3 2 

我 ìA方如果允子!こ初学者出現日活情渓，那仏{也f円以后就彼x1ì~
38 
把日活説得正碗了。

4 3 2 

39我知道忽仏枠才能学好清吉。 5 4 3 2 

40 t霊長数学、科学的人不捜長学斗外活。 5 4 3 2 

41学斗タト活最重要的部分是学>J如何把母活翻i手J&日活。 5 4 3 2 

42 我希望老師1)能告訴我J:'Y.浪花多長 II~JI、可在深堂活功上。 5 4 3 2 

43没有老拘i告訴我ill歩的状況，我通常自己会9;1]道。 5 4 3 2 

M 老Vili位協毎次都要01明文l什仏我11、]ぞ[1累堂上倣某活功。 5 4 3 2 

45在能悦H:¥正抑的日浩之前不自i亥汗1---1悦日活。 5 4 3 2 

- 50 -


	0039
	0040
	0041
	0042
	0043
	0044
	0045
	0046
	0047
	0048
	0049
	0050
	0051
	0052
	バインダ
	0050




